
サカイオーベックス＜3408＞、株式の非公開化へMBOを再実施

サカイオーベックスは27日、MBO（経営陣による買収）を再度実施し、株式を非公開化すると発表し
た。2月から3月にかけて行われた前回のMBOは不調に終わっている。同社社長の松木伸太郎氏が設立
したサカイ繊維（福井市）がTOB（株式公開買い付け）を実施する。サカイオーベックスはTOBに賛同
している。TOBが成立した場合も、筆頭株主で旧村上ファンド系投資会社のシティインデックスイレブ
ンス（東京都渋谷区）は株式（所有割合8.33％）の保有を継続することで合意している。

公開買付者のサカイ繊維によるサカイオーベックス株の買付価格は1株につき3810円（前回の買付価格
は2850円。最終的に3000円に変更）。TOB公表前日の終値3035円に25.54％のプレミアムを加えた
。買付予定数は567万5533株で、買付代金は最大216億2378万円。買付予定数の下限は所有割合58.3
4％にあたる361万1900株。

買付期間は7月28日～9月8日。決済の開始日は9月15日。公開買付代理人はみずほ証券。

株式の非公開化は基幹部門である染色加工の市場縮小が続く中、制御機器（制御盤、配電盤など）事業
をはじめ新分野への展開や事業の入れ替えを迅速に進められる経営体制をつくることを目的としている
。

サカイオーベックスは1934年に初代酒井伊四郎が三井物産と共同で織物、撚糸の製造・販売を目的に
設立した「酒伊織産」が前身。1980年代、安価な輸入品に押され、競争力が低下したことを受け、制
御機器事業への進出など経営多角化に乗り出した。現在、染色加工、繊維販売、制御機器を3本柱とす
る。東証1部上場は1949年。


